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5. 目的

琵琶湖における網エリは、ヒウオの漁獲を目的に操業されているが、近年オオクチパス、ブルーギル

が多く漁獲されており、そのツボ内におけるヒウオへの影響を把握する。

6.方法

1)調査日 :平成3年11月25日

平成3年12月4日

2)調査漁具:網エリ(今津地先、ツボ網は離岸

距離約150m、水深約12m)

3)調査方法:捕獲物は種類別に重量を測定しオ

オクチパス、ブルーギルは直ちに

10%ホルマリンで固定し、帰場後

体型測定と胃内容物調査を行った。

胃内容物は、種ごとに分類し計数

した。

7.結果の概要

1)オオクチパス、ブルーギルの体長組成を見る

と、オオクチパスは体長200mm、ブルーギルは

体長150mmを境とした二峰型をなっている。こ

れはオオクチパスで200mm以上が1年魚、 200mm

未満が0年魚に分けられ、ブルーギルでは150

皿以上が2年魚、 150mm未満が 1年魚に分けら

れる(図 1)。

ブルーギル捕獲量は11月25日に約25kg、12月

4日に約8kgであり全漁獲量の半分以上を占め

ていた(図2)。

2)胃内容物は、 11月25日のオオクチパスでヒウ

オ捕食率が87.2%、ブ、ルーギルで~80%と高い値

であった。 12月4日はオオクチパスでヒウオの

捕食率が57.1%、ブルーギルで59.3%であった

(表 1)。いづれもヒウオ捕食率は高く、両者と

もに餌となるヒウオの密度が高いツボ内で、手

当たり次第捕食していると考えられる。ツボ内

での捕食はオオクチパス、ブルーギルの漁獲状

況とヒウオの消化具合からみて明け方に行われ

ていると考えられる。

そこで、この時期のヒウオの平均体重 (0.73

g)とヒウオを捕食していた個体1尾当たりの

捕食尾数、捕食率からオオクチパス、ブルーギ

ル全体のヒウオ捕食量を試算すると、 11月25日

はオオクチパスが約227g，ブルーギルガ約

1，000g、12月4日には、それぞれ約12g、約

399g捕食していた計算になる。これは当日の

ヒウオ漁獲量の12.2%、8.2%に当たり、この

時期のヒウオの種苗価格から計算すると11月25

日で約2万円、 12月4日で1万円弱のヒウオが

食べられたことになる。
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8.主要成果の具体的数値
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図l 網エリで捕獲されたオオクチパス、ブルーギルの体長組成

図2 網エリでの漁獲物組成
(図中の数字は漁獲量kg)
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9.今後の問題点

同時に対照として網エリツボ外のオオクチパス、ブルーギルについても胃内容物調査を行う必要があ

る。

10.次年度の具体的計画
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